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佐藤千恵（Chie Sato）
自然科学研究機構 岡崎統合バイオサイエンスセンター／

生理学研究所／総合研究大学院大学

設楽浩志（Hiroshi Shitara）
東京都医学研究機構 東京都臨床医学総合研究所 疾患モデル開発センター

杉本亜砂子（Asako Sugimoto）
理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター 発生ゲノミクス研究チーム

杉本直己（Naoki Sugimoto）
甲南大学理工学部機能分子化学科／先端生命工学研究所（FIBER）

竹本　研（Kiwamu Takemoto）
北海道大学電子科学研究所 ナノシステム生理学研究分野

田中順子（Junko Tanaka）
筑波大学大学院人間総合科学研究科

田中靖史（Yasufumi Tanaka）
神戸大学大学院医学系研究科 神経発生学分野

田辺秀之（Hideyuki Tanabe）
総合研究大学院大学先導科学研究科 生命共生体進化学専攻

谷　知己（Tomoki Tani）
北海道大学電子科学研究所 ナノシステム生理学研究分野

鶴岡孝章（Takaaki Tsuruoka）
甲南大学大学院自然科学研究科

寺島俊雄（Toshio Terashima）
神戸大学大学院医学系研究科 神経発生学分野

永井健治（Takeharu Nagai）
北海道大学電子科学研究所 ナノシステム生理学研究分野

中島芳浩（Yoshihiro Nakajima）
産業技術総合研究所 セルエンジニアリング研究部門

縄舟秀美（Hidemi Nawafune）
甲南大学理工学部機能分子化学科／先端生命工学研究所（FIBER）

野口貴子（Takako Noguchi）
産業技術総合研究所 セルエンジニアリング研究部門

林　亜紀（Aki Hayashi）
情報通信研究機構 未来ICT研究センター

林　純一（Jun-Ichi Hayashi）
筑波大学大学院生命環境科学研究科

原口徳子（Tokuko Haraguchi）
情報通信研究機構 未来ICT研究センター

東島眞一（Shin-ichi Higashijima）
自然科学研究機構 岡崎統合バイオサイエンスセンター／

生理学研究所／総合研究大学院大学

日原さえら（Saera Hihara）
東京大学大学院総合文化研究科 広域科学専攻生命環境科学系

平岡　泰（Yasushi Hiraoka）
情報通信研究機構 未来ICT研究センター

三浦正幸（Masayuki Miura）
東京大学大学院薬学系研究科

宮脇敦史（Atsushi Miyawaki）
理化学研究所 脳科学総合研究センター

三輪佳宏（Yoshihiro Miwa）
筑波大学大学院人間総合科学研究科

村田昌之（Masayuki Murata）
東京大学大学院総合文化研究科 広域科学専攻生命環境科学系

米村重信（Shigenobu Yonemura）
理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター 細胞形態形成研究チーム

渡邊俊之（Toshiyuki Watanabe）
理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター 細胞形態形成研究チーム／
神戸大学大学院自然科学研究科 生命機構科学専攻


